
出荷を控え目揃会を開催
　園芸部会（畑山悦雄部会長）による、スナップエンドウ目揃会
並びに現地栽培講習会が６月１４日に開かれ、生産者やＪＡ、地域
振興局普及課職員など約２５人が参加し、生育状況の確認や病虫害
の防除、出荷規格の確認などを行いました。
　病虫害について説明をした地域振興局普及課職員からは「病虫
害が進むと薬剤の効果が薄れてしまう。圃場巡回をこまめに行い、
早め早めの防除をお願いしたい」と防除の徹底を呼びかけました。
また、目揃会終了後には生産者の圃場を訪れ、生育状況などの確
認を行い、出荷に向け理解を深めました。

園芸部会

日本農業新聞全国大会で表彰
　平成２９年度日本農業新聞全国大会が東京都内で行われ、全国の
ＪＡ代表者ら約７００人が出席しました。この大会は、日本農業新
聞の普及・通信員活動に優秀な成績をあげた組織や関係者を表彰
するとともに、ＪＡ教育広報活動の強化を図ることを目的に毎年
開催されています。大会では、日本農業新聞の各種表彰が行われ、
長期普及優績表彰として当ＪＡのほか、県内４ＪＡが表彰されま
した。
　日本農業新聞には、農業情報はもちろん各生産部会の活動や地
域の話題など、専門紙ならではの情報が掲載されています。今後
もＪＡのファン作りのために、普及活動に努めていきます。

ＪＡあきた白神

▲表彰をうけた佐原操専務（中）

▲出荷規格を確認する生産者

青年部員による地域貢献活動
　青年部（伊藤達也部長）は６月７日に、ＪＡ秋田やまもとの青
年部員と合同で、能代厚生医療センター敷地内の草刈りを行いま
した。当日は晴天の下、約２０人の青年部員が草刈り作業に汗を流
しました。
　この取り組みは、病院の環境美化を図ることを目的に、地域貢
献活動の一環として毎年行われ、病院を利用する多くの方々から
好評を得ています。当日は、草刈り機などを使い３時間ほどで敷
地内の雑草はきれいに刈り取られました。その後行われた両ＪＡ
青年部員の交流会では、農業や青年部活動について情報交換が活
発に行われました。

青年部

▲草刈り作業を行う伊藤部長

販売額１億円を目指す
　きゃべつ部会（工藤武一郎部会長）は６月６日、出荷目揃会を
開き、部会員やＪＡ、市場関係者ら３０人の参加のもと、市場動向
や生育概況、出荷規格の確認を行いました。
　はじめに、工藤部会長が「まもなく収穫の時期を迎えるが、高
品質な白神きゃべつを出荷してもらいたい。販売額１億円を目指
して収穫作業を頑張っていこう」とあいさつしました。また、地
域振興局普及課職員からは、コナガが発生しやすい環境になるこ
とに触れ「収穫前日数に注意して、薬剤防除を進めてもらいたい。
幼虫の発生を確認したらすぐに防除をするように」と呼びかけま
した。

きゃべつ部会

▲出荷規格について確認する部会員
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